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令和7年7月16日、地頭薗名誉教授（鹿児島大）と合同で、森林内の現地調査を火口から3～4kmの2地点で実施。

両地点で、落葉の下に火山灰が薄く堆積する状況が確認された一方、土壌侵食は認められなかった

浸透能調査※の結果、地点②では降灰の影響は認められなかった一方、地点①では降灰による浸透能の低下が確認
された。少雨で直ちに土壌侵食が生じるような顕著な浸透能低下ではないものの、今後の火山活動に伴う状況変化の
監視が重要

令和7年10月28日に両地点で現地調査を再度実施したが、特段の状況変化は認められなかった
※浸透能調査・・・土壌への水のしみこみやすさを調べる調査
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【地点①】地表面状況の確認（7月）

【地点②】浸透能調査の実施状況（左：7月、右：10月）

【地点①】火山灰堆積状況の確認（左：7月、右：10月）
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森林内の浸透能調査結果
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降灰による地中への雨水の浸透量の低下

火山噴火を起因とする土砂災害
噴火による降灰等の堆積後の降水を発生原因とする土石流

降灰前 降灰後
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